
岩
手
高
等
学
校 

国
語
科 

学
習
指
導
案 

実
施
日 

 

平
成
十
五
年 

十
月 

十
七
日
（
金
） 

実
施
ク
ラ
ス
（
普
通
科
） 

１
年 

Ｄ
組
（
男
子
４
０
名
） 

指
導
者 

 

八 

代 

敬 

一 
科 
目 

名 
 

国 

語 

総 

合 

（
古 

典 

分 

野
） 

指 

導 

領 

域 

Ｃ
「
読
む
こ
と
」 

単 

元 
名 

 

五 

詩
歌 

『
奥
の
細
道
』 

 

「
平
泉
」 

教 
 

材 
 

名 

教
科
書
名 

『
精
選
国
語
総
合
』（
東
京
書
籍
） 

 

「
教
材
名
」 

『
奥
の
細
道
』 

「
平
泉
」 

指
導
事
項 

 
Ｃ
―
ウ 

「
文
章
に
描
か
れ
た
人
物
、
情
景
、
心
情
な
ど
を
表
現
に
即
し
て
読
み
味
わ
う
。」 

 

単
元
の
目
標 

 

１ 

俳
諧
を
読
み
味
わ
い
、
読
解
力
・
鑑
賞
力
を
高
め
さ
せ
る
。 

２ 

音
読
を
通
し
て
韻
文
的
リ
ズ
ム
の
快
さ
を
感
じ
取
ら
せ
る
。 

３ 

俳
諧
紀
行
文
を
通
し
て
俳
諧
の
理
解
を
深
め
る
。 

 

４ 

俳
句
に
表
れ
た
芭
蕉
の
も
の
の
見
方
、
感
じ
方
、
考
え
方
を
深
め
さ
せ
る
。 

５ 

俳
諧
に
表
れ
た
芭
蕉
の
心
情
を
解
釈
さ
せ
る
。 

 

評
価
観
点  

と 

評
価
規
準 

 

ア
「
関
心
、
意
欲
、
態
度
」・
・
・ 
１ 
積
極
的
な
姿
勢
で
発
言
で
き
る 

・ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ 
他
人
の
発
表
を
聞
く
姿
勢
が
で
き
て
い
る 

・ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３ 

十
分
な
下
調
べ
を
経
て
課
題
プ
リ
ン
ト
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る 

 

イ
「
読
む
能
力
」・
・
・
・
・
・
・ 

１ 

正
し
く
音
読
し
、
韻
文
的
リ
ズ
ム
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る 

・ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ 

古
語
を
理
解
し
、
適
切
に
口
語
訳
し
て
作
者
の
主
張
や
状
況
を
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る 

 

ウ
「
知
識
・
理
解
」・
・
・
・
・
・ 

１ 

俳
句
に
触
れ
、
作
者
の
心
情
を
掴
む
こ
と
が
で
き
る 

２ 

文
法
事
項
や
文
学
史
な
ど
に
つ
い
て
の
補
助
的
説
明
の
理
解
が
で
き
て
い
る
（
補
助
プ
リ
ン
ト
の
整
理
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

年
間
指
導
計
画
に 

お
け
る
位
置
付
け 

 

『
伊
勢
物
語
』
の
学
習
を
通
し
て
、
和
歌
へ
の
関
心
・
理
解
を
深
め
さ
せ
た
直
後
で
あ
り
、
本
単
元
に
お
い
て
は
俳
諧
を
扱
う
こ
と
で
関
心
・
理
解
を

を
一
層
高
め
る
。
後
に
学
習
す
る
「
唐
代
の
詩
文
」
に
も
つ
な
が
る
教
材
で
も
あ
る
。 

 

単
元
の 

指
導
計
画 

  

一
時
間
目
・
・
・  

「
漂
泊
の
思
ひ
」（
第
一
段
落
） 

・『
奥
の
細
道
』
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
こ
と
の
発
表
・
補
足
説
明
・
不
明
な
事
項
を
各
自
調
べ
さ
せ
る 

 
 
 
 
 
 

   
 
 
 

・
音
読
を
通
し
て
俳
文
の
調
子
に
ふ
れ
る
・
対
句
、
掛
詞
、
縁
語
的
な
表
現
に
注
意
さ
せ
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
出
立
す
る
直
前
の
芭
蕉
の
心
情
を
文
章
か
ら
読
み
取
り
、
俳
句
の
解
釈
を
さ
せ
る 

  

二
時
間
目
・
・
・ 

「
漂
泊
の
思
ひ
」（
第
二
段
落
） 

・
前
時
で
学
習
し
た
修
辞
法
の
確
認 

・ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
出
立
し
た
折
の
芭
蕉
の
心
情
（
感
動
）
を
文
章
か
ら
読
み
取
り
、
俳
句
の
解
釈
を
さ
せ
る
。 

・ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
次
時
の
予
習
と
し
て
、
平
泉
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
こ
と
の
発
表
・
補
足
説
明 

  

三
時
間
目
・
・
・（
本
時
） 

・
平
泉
を
訪
れ
た
芭
蕉
は
ど
の
よ
う
な
光
景
を
目
に
し
て
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
感
じ
た
の
か
、
読
み
取
ら
せ
る
。 

  

四
時
間
目
・
・
・ 

「
平
泉
」（
第
二
段
落
） 

・ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
前
時
で
読
み
取
っ
た
こ
と
の
確
認 

・ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
そ
の
後
、
芭
蕉
が
目
に
し
た
も
の
を
通
し
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
感
動
し
た
か
を
お
さ
え
、
俳
句
の
解
釈
を
す
る
。 

・ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
芭
蕉
は
、
人
間
の
営
み
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
文
章
で
ま
と
め
さ
せ
る
。 

  

五
時
間
目
・
・
・ 

「
立
石
寺
」 

・ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
立
石
寺
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
こ
と
の
発
表
・
補
足
説
明 

・ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
特
に
心
地
よ
い
リ
ズ
ム
感
を
感
じ
取
ら
せ
る
た
め
に
繰
り
返
し
音
読 

・ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
俳
諧
を
読
み
味
わ
い
、
読
解
力
・
鑑
賞
力
を
高
め
さ
せ
る
こ
と
の
総
決
算
と
し
て
、
芭
蕉
の
感
動
を
読
み
取
り
俳
句
の

・ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

解
釈
を
さ
せ
る 
  

本
時
の
目
標 

 

・ 

音
読
を
通
し
て
俳
文
の
調
子
に
触
れ
る
。 

・ 

平
泉
を
訪
れ
た
芭
蕉
は
ど
の
よ
う
な
光
景
を
目
に
し
て
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
感
じ
た
の
か
読
み
取
ら
せ
、
更
に
俳
句
の
解
釈
を
さ
せ
る 

・ 

「
ぬ
」
の
識
別
の
方
法
を
再
確
認
さ
せ
る
。 

・ 
 



学 
 
 
 
 
 

習 
 
 
 
 

活 
 
 
 
 

動 

過
程 

指
導
内
容 

指 
 

導 
 

者 

学 
 

習 
 

者 

評
価
の
規
準
と 

評
価
方
法 

導 入 
 

前
時
指
導
事

項
の
確
認 

・
前
時
に
行
っ
た
平
泉
に
つ
い
て
の
歴
史
的
解

説
の
確
認 

 

・
範
読 

・
挙
手
、
発
表 

  

・
音
読
み
（
一
斉
読
み
） 

ア
―
３ 

調
べ
た
こ
と
を
理

解
し
、
発
表
す
る
こ
と
が
で

き
る 

 

エ
―
１ 

歴
史
的
仮
名
遣
い

を
正
し
く
よ
め
る 

展   開 

 

読 
 

解 
                 

文
法
事
項

の
把
握 

   

読 

解 

《
プ
リ
ン
ト
使
用
》 

・ 

①
の
「
一
睡
の
う
ち
に
し
て
」
に
つ
い
て

説
明
さ
せ
る 

（
何
が
、
何
の
よ
う
に
、
ど
う
な
っ
た
こ
と
を

表
し
て
い
る
か
） 

 

・ 

②
〜
⑤
の
文
よ
り
、「
高
館
」
か
ら
の
眺

望
を
本
文
に
従
い
、
読
み
取
ら
せ
る
。 

  

・ 

⑥
「
功
名
一
時
の
く
さ
む
ら
と
な
る
」 

と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
述
べ
た
も
の

か
、
考
え
さ
せ
る 

 

・ 

⑦
の
「
国
破
れ
て
・
・
・
」
が
杜
甫
の
詩

か
ら
、
一
部
転
じ
な
が
ら
も
引
用
し
て
い

る
こ
と
を
確
認
さ
せ
、
解
釈
さ
せ
る 

（
そ
の
際
、
ポ
イ
ン
ト
を
指
摘
） 

 

・ 

⑧
「
・
・
・
落
と
し
は
べ
り
ぬ
」
の
「
ぬ
」

を
文
法
的
に
識
別
さ
せ
る 

（
補
助
プ
リ
ン
ト
も
使
用
） 

  

・ 

⑨
・
⑩
の
句
を
解
釈
さ
せ
る 

（
そ
の
際
、
ポ
イ
ン
ト
を
指
摘
） 

 

《
プ
リ
ン
ト
使
用
》 

・ 

先
の
歴
史
的
な
説
明
か
ら
考
え
、
挙
手
に
よ
り
発
表 

    

・
プ
リ
ン
ト
の
図
を
参
考
に
解
答
し
、
発
表 

   

・ 

挙
手
に
よ
り
発
表 

   
・
指
導
者
の
指
摘
を
参
考
に
解
釈
、
挙
手
に
よ
り
発
表 

    

・
挙
手
に
よ
り
解
答
さ
せ
る 

    

・
こ
こ
ま
で
読
み
取
っ
て
き
た
こ
と
を
生
か
し
な
が
ら
解
釈

す
る 

 

オ
―
２
補
助
的
説
明
の
理
解

を
更
に
深
め
て
い
る 

   

イ
―
２ 

古
語
を
理
解
し
、

状
況
を
正
し
く
つ
か
む
こ
と

が
で
き
る 

 

イ
―
２ 

古
語
を
理
解
し
、

状
況
を
正
し
く
つ
か
む
こ
と

が
で
き
る 

 

イ
―
２ 

古
語
を
理
解
し
、

適
切
に
解
釈
で
き
る 

  

ウ
―
２ 

文
法
事
項
の
理
解

が
で
き
て
い
る 

ア
―
３ 

調
べ
た
こ
と
を
理

解
し
、
問
題
に
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
る 

 

ウ
―
１ 

俳
諧
に
触
れ
、
作

者
の
心
情
を
掴
む
こ
と
が
で

き
る 

 

本 時 の 学 習 指 導 計 画 

まとめ 

要 
 

約 
  

次
時
の
予
告 

・
第
一
段
落
の
簡
単
な
要
約
を
さ
せ
る 

  

第
二
段
落
の
内
容
を
掴
ん
で
く
る
よ
う
指
示 

・
ま
と
め
て
発
表 

  

宿
題
と
し
て
次
時
ま
で
に
学
習
し
て
く
る 

イ
―
２ 

作
者
の
主
張
を
と

ら
え
る
こ
と
が
で
き
る 

  

ア
―
３ 
十
分
に
調
べ
て
課

題
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

る 

備考 

補
助
プ
リ
ン
ト
配
布 

 




